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維持管理，延命，リニューアル，

リサイクルの特集テーマでしたが，

如何でしたでしょうか。執筆してく

ださった方々，執筆者を仲介あるい

は紹介してくださった方々，報文案

件のアイデアを出してくださった

方々，そして読者の皆様に心よりお

礼を申し上げます。

本日のニュース欄，事故米の転売

問題で流通先が 375 社も判明し，一

般人には何故こんなに多くが係わる

のだ，余計な経費が嵩むだけではな

いかとの疑問。また，リーマン・ブ

ラザースの経営破綻で日本も先行き

不安の噂が立つ中，首相が国民に

“大したことはないから冷静に対処

するように”とのお言葉。よいニュ

ースではイチローが 8年連続 200 本

安打間近，13 試合を残して 4 本に

迫る。

こんな中，親切にしてくださった

宇宙航空研究開発機構（JAXA）の

人達を思い浮かべています。今月号

の「ずいそう」の 1編を宇宙飛行士

にお願いしたいと申し入れたとこ

ろ，インタビューの形で引き受けて

頂き，実現しました。インタビュー

する時の参考にと筑波宇宙センター

に見学に行ったのですが，その時の

ガイドさんの説明では「宇宙飛行士

に認定されるための条件には，飛行

技術・機械工学・天文学・医学・語

学等の知識と技術を身に付けること

と共に協調性が非常に重要です。宇

宙で数人だけで閉鎖された状況で暮

らすには仲良くなければいけませ

ん」。また，古川宇宙飛行士からは，

「それぞれ得意な分野を持った人達

のチームワークが重要です」と言わ

れ，何か自分が諭されているような

気持ちになり，なんとなく宇宙飛行

士が好きになりました。

（石戸谷・中村）

編 集 後 記

11 月号「情報化施工・ IT 技術・ロボット無人化施工特集」予告
・「情報化施工推進戦略」
・フィルダム堤体盛土の ICT施工
・嘉瀬川ダムに（RCD工法）おける ICT施工の取り組み
・実証された数値制御施工の効果と更なる機能・普及展開
・小規模工事における情報化施工の活用
・3DMCシステムを適応したコンクリート舗装の事例
―スリップフォーム工法への情報化施工技術の活用例―
・ IT土工による造成地盤の性能評価
・ロボット無人化施工研究の道程―エレクトロニクス総プロからロボット総プロへ―
・施工現場で利用する施工管理データの構築
・油圧ショベルによる IT施工システムに関する研究―掘削積込作業の自律化にむけて―
・油圧ショベルによる自律掘削と動作計画に関する研究
・双腕建機のオペレータ支援インターフェイスの開発
・ホイールローダによる積み込み作業を対象とした自律作業システム
・ JCMAにおける情報化推進の取り組み（情報の標準化と人材育成）
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